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の後,汎下垂体機能低下症に射 しホ舟をン補充療法を受

けていた,平成9年12月,糖尿病コントロールを員約と

して当院内科に入院した.この時の CT にて∴下垂体

腺腫の再発と左側頭部円蓋に腺痛を認め,当科紹介となっ

た.下垂体腫睦は, トルコ鞍上に伸展する約 3｡m の

massに成長していた.左側頭部の瞳壇は約3em あi).

plainCT では iso で homoge･neousに enhani.(-)

された.TIWIで iso.T2WIで Slighthigh.(''d

にて heterogeneousに enhaneeされた.平成10年 1

月28EL 開頭脳腫療摘出術を行なった.前頭葉脳嚢にも

約 1cm の赤褐色の部分があり,これも含め全摘 した.

組織診断は,全て下垂体腺腫であった.これにより pi-

tuitaryeareinomaと診断した.初回手術よi)17午後

に多発性頭蓋内転移を来 した pituitaryeaTCinoma

の 1例を報告する.

B-41)下垂体腺腫に Rathke'sclefteystを合
併 した2例
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下垂体棟膿と Rathkp'sclefteystの合併はまれな

ものである.文献上その報告はこれまでいくつか見られ

るが,その中には,下垂体腺腫内に Rathke'scleft

cystが存在 したもの,両者が incidemtalに存在 して

いたと思われる もの,両者の移行型である tTamSi-

tionalCellt.umorを提唱するものなどがあ i),その

発生に関しても諸説がある.また,腺腫が機能性である

場合,手術を考慮する上で画像上病変の局在が問題 とな

ることが多い.今回我 利 ま,機能性 下垂体腺腫 に

Rathke'scleftcystを合併 したまれな2例を経験 し

たので報告する.-例日は,GH 産生下垂体腺腫に,2

例日は PRL 産生下垂体腺瞳にそれぞれ Rathke-s

Cleftcystを合併していた.一例目は腺腫とcystが別々

に存在しており,incident.alな合併と考えられた.2

刑馴ま腺腫と ぐyStとが接 して存在しており.発生上何
らかの関連がある可能性も考えられた.

B-:.121低ナ トリウム血症を呈 した Rathke's

clertc.Ystの2例
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症例1 68才女性.約半年前から全身倦怠感,食欲不

振.入院当巨ト失神酎 乍あり受診.血圧88/66∴左RR上耳

側半盲,Na l12mEq/1.下垂f梢百薬系全てに博能低 卜

あり,レニン,アル ドステロンは測定不能.症例2 52

才女性,約1ケ月前より食欲不振,曝気.4E]前 より全

身倦怠感∴下痢,ふらつきあり受診.血圧88/56,両上帯

側半盲.N(Tll18mEq/1∴卜重体前葉系全てに機能低 卜

あり,レニン低値,2例僕,MR王で トルコ鞍-鞍上部

に Cysもieまesionがみられ手術.開頭により cyst壁

部分切取 内容液は東棟透明,高蛋白.組織学的には

Rathke'sCleftcystであった.面倒供.自覚的に視野

障害もなく,非特異的な症状で発症 した.低ナ トリウム

血症の原因について考察する.

B-43) 頭蓋内播種をきたした頭蓋咽頭腫 の一例
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症例は17才.女性.93年6月よi)amenorrheaとな

り,94年12馴 二はいり両目のかすみ,頭痛 .噂気が出現

した.頭部 MR王では トルコ鞍および啓上槽に渡癌性

病変を認めた.94年12月26日両側前頭開頭下に inter-

hemisphericapproach と stlbrt,ontalappI･Oaeh

を併用 して腺癌の亜全摘出をおこなった.病理診断は

adamantinomat-oustypeの頭書咽頭瞳であった.そ

の後再発所見を認めたため95年 8月ま日再手術を行った.

病理所見は初回手術時と同様であり,ガンマナイフ治療

(25Gy)を施行 した.97年2月頭痛が出現,MR王上 ト

ルコ鞍部の腫蕗の再発に加え,右前頭葉および側頭葉に

も嚢胞性の腫癌性病変の出現をみた.3月26日両側前頭

開頭に右側頭開頭を追加 して腫虜の摘出を行った.術中

採取 した髄液中に膿壌細胞が認められた書摘出した腫藤

の病理所見は初回および再手術時と同様であり,転移巣

にも悪性変化はなかった.本例のごとく頭蓋咽頭腫が頭

蓋内播種をきたすことは稀であり,文献的考察を加え報

苦する.


